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j京を求めて金魚すくいをする子供たち

る敷金ま土
恒例の

夏

風

物

詩

の

長
浜
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
恒
例
の

「
土
曜
夜
市
」
が
六
月
二
十
九
日
、
に

ぎ
や
か
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

本
町
商
白
街
に
は
、
浴
衣
姿
の
家
族

連
れ
が
繰
り
出
し
て
、
夜
遅
く
ま
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

花
火
売
り
や
金
魚
す
く
い
な
ど
の
露

屈
も
並
び
、
商
工
会
青
年
部
の
ヨ
ー
ヨ

ー
や
焼
き
と
う
も
ろ
こ
し
に
人
だ
か
り

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ッ
キ
l
マ
ウ
ス
、
パ
ン
ダ
、

子
ブ
タ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
人
気
が
集
ま

り
、
チ
ピ
ッ
子
た
ち
は
商
庖
街
を
い
っ

た
り
き
た
り
、
き
」
き
酒
大
会
の
聞
か
れ

て
い
る
露
屈
の
前
で
は
わ
父
さ
ん
の
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
の
土
曜
夜
市
は
、
八
月
十
日
ま
で

毎
週
間
か
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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病
院
に
支
払
う
医
療
代
が
、

か
さ
み
国
民
健
康
保
険
の
台

所
は
、
か
な
り
苦
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

長
浜
町
の
国
保
の
運
営
は
、

被
保
険
者
の
高
齢
化
と
医
療

技
術
の
向
上
、
昨
年
十
月
の

保
険
法
の
改
正
な
ど
で
医
療

費
の
支
出
が
増
大
し
、
六
十

年
度
は
国
保
税
の
自
然
増
収

を
見
込
ん
で
も
-
一
千
五
百
六

十
-
万
二
一
千
円
の
不
足
が
生

じ
る
た
め
国
民
健
康
保
険
料
を
平
均
一
一
・
七
%
値

上
げ
し
て
四
月
一

H
か
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
国
保
加
入
者
は
五
十
九
年
度
末
で
六
千
七

十
-
人
、
-
一
千
一
一
-
百
十
回
世
帯
で
す
。
一
般
被
保
険

者
一
人
当
た
り
の
平
均
保
険
料
は
年
額
四
万
八
百
三

寸
八
円
、
退
職
被
保
険
者
は
二
万
六
干
し
八
百
二
十
七

円
と
な
り
ま
す
。

11億4320万円

医療費と国保税の推移

盟

医療費の支出が増大

12億円

…一一一一一国保財政ピンチー…一一一一

医療費の節約はまず健康っくりから

医
療
費
を
大
切
に
-
使
っ
て
い

ま
す
か
。
医
療
費
の
負
担
は
み

な
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税
で
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

別
図
を
み
て
い
た
だ
け
れ
ば

お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
昭
和
五

十
六
年
度
に
八
億
一
千
三
百
九

十
五
万
円
だ
っ
た
医
療
費
が
六

十
年
度
で
は
十
一
億
四
千
三
百

二
十
万
円
(
推
定
)
と
四
0
・
一
%

も
伸
び
て
い
ま
す
。
医
療
費
が

上
る
に
つ
れ
て
み
な
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
も
値

上
げ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
健
震
い
つ
く
り

病
気
に
な
る
、
薬
を
飲
む

8(意1395万円

l国保税の伸び|

4一日.1.21章4157万円ιl億捌1有岡 w-一瓦側ね胡

2億円j 酔州制ぷぶ~'*"~曙 2億6995万円
l億9962万円 2憶684万円

同
年

60 
年

59 
年

58 
年

57 
年

10億円

4億円

金零
年度

8億円

6億円

そ
れ
で
健
康
が
凶
復
す
る
、
と
多
く
の

人
は
思
い
が
ち
で
す
が
、
病
気
を
治
す

ち

ゅ

の
は
人
聞
の
体
力
白
然
治
癒
力
で
す
。

が
ん
の
よ
う
な
外
科
的
に
手
術
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
病
気
は
別
と
し
て
、
大

部
分
の
内
科
的
病
気
は
人
聞
の
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
に

よ
っ
て
治
る
も
の
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
カ
ど
を
ひ
く
、
じ
っ
と
安

静
に
寝
て
、
栄
養
を
と
り
、
体
力
の
凶

復
を
は
か
る
、
そ
し
て
高
ま
っ
て
き
た

体
力
|
自
然
治
癒
力
で
カ
ゼ
の
ウ
ィ
ル

ス
を
追
い
出
す
の
で
す
。

薬
は
抗
生
物
質
な
ど
一
部
を
除
い
て

病
気
そ
の
も
の
を
治
す
の
で
は
な
く
、

た
だ
症
状
を
和
ら
げ
る
と
い
う
一
一
次
的

な
効
別
が
あ
る
も
の
で
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
を
充
実
さ
せ
、
少

々
の
病
気
な
ど
は
ね
返
す
健
康
な
か
ら

だ
を
作
っ
て
む
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が

医
療
費
を
節
約
す
る
も
っ
と
も
基
本
的

な
考
え
方
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
、
適
度

の
運
動
と
鍛
練
、
充
分
の
睡
眠
と
休
養

を
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
薬

に
頼
る
よ
り
も
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う

体
力
づ
く
り
に
励
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
生
は
四
十
歳
か
ら
始
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
四
十
歳
以
上
に
な
っ
た

ら
年
一
回
は
定
期
検
診
を
受
け
、
健
康

管
理
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ハ
シ
ゴ
受
診
を

や
め
よ
う

厚
生
省
が
調
査
し
た
「
診
療
状
況
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
国
保
の
場
合
、

い
わ
ゆ
る
ハ
シ
ゴ
受
診
、
同
じ
病
気
で

別
の
病
院
、
診
療
所
の
診
療
を
う
け
た

も
の
は
、
調
査
対
象
被
保
険
者
の
四
・
一

%
に
達
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ハ
シ
ゴ

受
診
で
多
い
病
気
は
、
気
管
支
炎
、
高

血
圧
、
胃
腸
炎
な
ど
だ
そ
う
で
す
。

ち
ょ
っ
と
病
状
の
回
復
が
は
か
ば
か

し
く
な
い
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
他
の
お

医
者
さ
ん
に
移
る
人
が
‘
い
ま
す
。
あ
る

い
は
同
じ
病
気
で
一
一
人
も
一
一
一
人
も
の
わ

医
者
さ
ん
に
か
か
る
人
が
い
ま
す
。
こ

う
い
う
の
を
ハ
シ
ゴ
受
診
と
い
い
ま
す

万円
一人当たりの税額と医療費

量盟主人弁たり医療費

亡|ー人吋たり国保税

が
、
こ
れ
は
医
療
費
の
無
駄
づ
か
い
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

本
町
の
医
者
に
か
か
る
割
合
(
受
診

率
)
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
で
愛
媛
県

七
十
市
町
村
の
う
ち
、
三
崎
町
、
魚
島

村
、
双
海
町
、
保
内
町
に
つ
い
で
高
い

ほ
う
か
ら
五
番
目
で
す
。
診
療
費
は
、

一
人
当
た
り
十
万
七
千
二
一
百
十
三
円
か

か
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
見
て
み
る

と
、
長
浜
、
大
洲
、
松
山
の
医
者
と
か

け
も
ち
で
毎
月
か
か
っ
て
い
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
。

む
医
者
さ
ん
を
か
え
る
ご
と
に
同
じ

よ
う
な
診
療
、
検
査
、
処
置
、
投
薬
を

う
け
る
わ
け
で
、
そ
の
た
び
に
医
療
費

は
二
倍
、
ゴ
一
倍
に
は
ね
上
り
ま
す
。

そ
れ
に
、
病
は
気
か
ら
と
い
い
ま
す

が
、
一
度
お
医
者
さ
ん
を
き
め
た
か
ら

に
は
、
そ
の
人
を
信
用
し
通
す
く
ら
い

の
良
好
な
人
間
関
係
を
持
た
な
い
と
治

療
の
効
果
も
上
り
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ

け
の
む
医
者
さ
ん
を
決
め
て
ハ
シ
ゴ
受

診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

60年度

深
夜
、
休
日
、
時
間
外

受
診
を
さ
け
よ
う

深
夜
、
休
日
、
時
間
外
に
受
診
す
る

と
医
療
費
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
大
幅

の
割
増
料
金
を
と
ら
れ
ま
す
。

時
間
外
受
診
は
初
診
で
六
百
円
、
再

診
で
五
百
円
、
休
日
受
診
は
初
診
で
千

八
百
円
、
再
診
で
千
五
百
円
、
深
夜
受

診
(
夜
の
卜
時
か
ら
現
朝
六
時
ま
で
)

は
初
診
、
再
診
と
も
二
一
千
六
百
円
必
要

で
す
。
緊
急
の
場
合
を
除
い
て
、
こ
う

い
う
受
診
は
な
る
べ
く
避
け
、
時
間
内

に
診
療
を
も
つ
け
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

ト
寸
ノ
。

59年度58年度
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次
開
発
か
ら

今
日
ま
で
の
経
過

弟

開発事業の経過

先
月
号
で
第
二
次
開
発
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
今

日
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
わ
知
ら
せ
し

ま
す
。わ

が
長
浜
町
の
臨
海
工
業
開
発
事
業

は
、
昭
和
四
十
五
年
九
月
か
ら
第
一
次

工
業
用
地
造
成
工
事
に
着
手
し
、
四
十

七
年
五
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
引
き
続

い
て
第
二
次
開
発
事
業
の
構
想
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

や
ド
ル
シ
ヨ

y
ク
に
よ
っ
て
今
日
ま
で

第
二
次
開
発
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
、
こ
の
晴
海
工
業
団
地
に
は
大

小
三
十
二
社
の
企
業
が
立
地
操
業
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
晴
海
団
地
の
誕
生
以
来
今

日
ま
で
の
約
十
年
間
の
歩
み
は
わ
わ
む

ね
次
の
と
お
り
で
す
。

振
興
計
画
基
本

構
想
の
見
直
し

ま
ず
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
に
長
浜

町
振
興
計
画
基
本
構
想
(
昭
和
四
十
七

年
策
定
)
が
見
直
さ
れ
、
町
議
会
の
議

決
を
経
て
い
ま
す
。
続
い
て
、
五
十
六

年
十
二
月
に
長
浜
町
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地
建
設
基
本
構
想
が
議
決
さ
れ
、
五

十
八
年
九
月
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建

第
二
次
開
発
事
業

設
事
業
に
係
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調

査
を
開
始
し
ま
し
た
。
五
十
九
年
八
月

に
こ
の
調
査
が
完

f
し
、
ご
一
月
議
会
で

長
浜
町
臨
海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計

予
算
を
議
決
、
四
月
に
第
二
次
臨
海
工

業
開
発
事
業
推
進
の
た
め
、
問
の
機
構

(
振
興
課
を
開
発
課
と
名
林
変
更
)
を

一
部
改
革
し
、
愛
媛
県
か
ら
職
員
二
人

の
派
遣
を
受
け
て
陣
宍
を
強
化
し
ま
し

た。

漁
業
補
償
が
妥
結

第
二
次
開
発
事
業
に
伴
う
漁
業
補
償

が
六
十
年
二
月
、
町
と
長
浜
町
漁
業
協

同
組
合
漁
業
補
償
交
渉
委
員
会
と
の
聞

に
お
い
て
合
意
、
妥
結
し
、
覚
書
に
調

印
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
埋
立
免
許
予
備
審
査
願
を

愛
媛
県
へ
提
出
、
更
に
同
三
月
に
は
漁

業
協
同
組
合
第
三
十
二
回
臨
時
総
会
が

聞
か
れ
、
漁
業
権
の
一
部
放
棄
な
ど
七

議
案
が
可
決
さ
れ
、
町
と
漁
業
協
同
組

合
と
の
聞
で
漁
業
補
償
金
総
額
七
億
五

千
万
円
の
契
約
、
調
印
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
町
議
会
に
お
い
て
漁
業
補

償
契
約
を
議
決
す
る
一
方
、
三
月
議
会

で
工
事
に
着
工
す
る
た
め
の
昭
和
六
十

年
度
長
浜
町
臨
海
土
地
造
成
事
業
特
別

会
計
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
四
月

に
は
、
運
輸
大
臣
か
ら
港
湾
区
域
変
更

が
認
可
さ
れ
、
県
報
告
一
不
を
受
け
て
理

改
免
許
願
書
を
知
事
に
提
出
し
、
五
月

末
に
免
許
が
お
り
ま
し
た
。

特
に
、
こ
の
漁
業
補
償
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
漁
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
こ
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

東
洋
、
五
洋
、
若
築

共
同
企
業
体
が
落
札

五
月
に
青
島
海
底
電
話
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
替
工
事
に
着
手
し
、
七
月
に
完
了
。

ま
た
、
五
月
に
は
漁
業
補
償
金
の
支
払

い
を
完
了
し
て
、
六
月
に
埋
立
工
事
共

同
企
業
体
構
成
員
と
な
る
業
者
十
二
社

を
指
名
し
、
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
東

洋
、
五
洋
、
若
築
共
同
企
業
体
が
六
十

三
億
三
千
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。
六

月
の
臨
時
議
会
で
埋
立
工
事
請
負
契
約

を
議
決
、
六
月
末
に
埋
立
造
成
工
事
に

着
工
し
ま
し
た
。

環
境
ア
セ
ス
の
概
要

環境アセスメントでの水質調査

最
後
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に

つ
い
て
こ
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
調
査
項
目
を
大
別
す
る
と
、
①

環
境
現
況
調
査
②
自
然
社
会
環
境
調
査

③
環
境
影
響
予
測
調
査
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
各
調
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。環

境
現
況
調
査

こ
の
調
査
は
、
①
大
気
質
調
査
②
水

質
調
査
③
底
質
調
査
④
交
通
騒
音
振
動

調
査
⑤
悪
臭
公
害
苦
情
に
分
け
ら
れ
ま

す。自
然
社
会
環
境
調
査

こ
れ
は
、
①
土
質
調
査
②
深
浅
汀
線

調
査
③
潮
流
調
査
④
漂
砂
調
査
⑤
波
浪

調
査
⑥
気
象
調
査
⑦
陸
域
生
態
系
調
査

⑧
海
域
生
態
系
調
査
⑨
文
化
財
等
調
査

⑮
景
観
⑬
社
会
環
境
調
査
に
分
か
れ
ま

す。

影
響
予
測
調
査

こ
れ
は
、
①
流
況
予
測
②
漂
砂
予
測

③
水
質
予
測
④
大
気
質
予
測
⑤
交
通
騒

音
振
動
予
測
⑥
悪
臭
予
測
⑦
陸
域
生
態

系
予
測
⑧
海
域
生
態
系
予
測
⑨
景
観
予

測
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

は
、
大
規
模
な
土
地
造
成
や
各
種
開
発

事
業
を
行
う
場
合
、
自
然
環
境
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
調
査
し
、

予
測
す
る
も
の
で
す
。

特
に
、
今
回
の
よ
う
に
臨
海
部
土
地

造
成
事
業
は
、
埋
立
工
事
お
よ
び
埋
立

地
の
利
用
に
係
る
自
然
環
境
な
ど
に
及

ぼ
す
影
響
を
九
項
目
に
わ
た
っ
て
予
測

評
価
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
予
測
評
価

に
対
し
て
は
、
適
切
な
環
境
保
全
対
策

を
検
討
し
、
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
九
項
目
に
つ
い
て
の
結
果
を
む

知
ら
せ
し
ま
す
。

流

況

変
化
が
予
測
さ
れ
る
の
は
、
山
内
し
川
地

の
近
辺
に
限
ら
れ
、
埋
立
地
が
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
小
型
船
な
ど
の

船
舶
や
海
生
生
物
に
与
え
る
影
響
は
軽

微
な
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

一、一一、

漂

砂

当
海
域
に
わ
け
る
漂
砂
は
、
肱
川
流

出
土
砂
を
主
な
供
給
源
と
し
て
、
全
体

的
に
は
北
東
方
向
に
移
動
し
て
い
ま
す
c

こ
の
た
め
埋
立
地
の
東
方
向
に
移
動
し

て
お
り
、
東
側
治
岸
の
狭
い
範
聞
で
わ

ず
か
に
土
砂
堆
積
が
予
測
さ
れ
る
ほ
か

は
、
顕
著
な
変
化
は
発
生
し
な
い
と
推

定
さ
れ
ま
す
。

一一一、

水

質

生
活
環
境
に
係
る
水
質
イ
オ
ン
濃
度

な
ど
七
項
目
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、

P
C
B

な
ど
の
健
康
九
項
目
に
つ
い
て
は
、

D

O
(
溶
存
酸
素
)
を
除
い
て
全
て
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
い
均
す
。
埋
立
工
事

中
に
は
、
土
砂
や
淡
凍
土
の
投
入
の
と

き
浮
遊
物
質
が
発
生
し
ま
す
が
、
汚
濁

防
止
膜
を
設
置
す
る
な
ど
の
措
置
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
埋
立
地
に
立
地
す
る
企

業
の
事
務
所
の
排
水
、
生
活
系
排
水
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
十
分
な
水
質
監
視
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要悪霊嚢翠密窪田

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
所
要
の
環
境

保
全
措
置
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

園、第4回臨時金・開発事業の経過

大
気
質

イ
オ
ウ
酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
の
二

項
目
に
つ
い
て
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
旧
い
て
複
雑
な

問
題
を
モ
デ
ル
化
し
て
解
析
す
る
実
験
)

を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
環
境
基
準

値
以
下
で
し
た
。
埋
立
工
事
お
よ
び
埋

江
地
の
利
川
に
当
た
っ
て
は
、
自
動
車

交
通
H
E
の
噌
加
な
ど
に
よ
り
、
汚
染
原

同
物
質
の
わ
ず
か
な
増
加
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
所
要
の
措
置

を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
、
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
は
軽
微
な
も
の
と
惟
定
さ
れ

土
品
」

9
0

圏

彊璽璽翠E

交
通
騒
音
援
動

交
通
量
調
査
三
地
点
、
騒
音
振
動
調

査
問
地
点
で
-
一
一
日
間
連
続
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
い
ず
れ
も
限
度
値
以
下
で
し
た
。

埋
丘
工
事
む
よ
び
埋
立
地
の
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
発
生
源
対
策
な
ど
必
要
な

措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の

影
響
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

五、

窪霊彊昆言E

悪

臭

富田""'"

今
ま
で
に
事
業
所
の
操
業
に
伴
う
悪

臭
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
立
地
す
る
企
業
で
悪
臭

物
質
を
大
量
に
排
出
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
業
種
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
問

題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

LF
。七、

堕

陸
域
生
態
系

相
生
に
つ
い
て
は
、
大
気
質
の
変
化

が
軽
微
で
あ
る
こ
と
、
緑
地
な
ど
を
形

成
し
、
新
た
な
生
息
環
境
の
創
出
が
凶

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
鳥
額
に
つ
い
て

ひ

が

た

は
干
潟
な
ど
の
消
滅
を
伴
わ
な
い
こ
と

か
ら
影
響
は
軽
微
な
も
の
で
あ
り
、
理
一

な
地
週
辺
の
自
然
環
境
は
、
お
む
む
ね

現
状
程
度
に
維
持
さ
れ
る
も
の
と
推
定

さ
れ
ま
す
り

}¥ 

海
域
生
態
系

海
生
生
物
は
、
瀬
戸
内
海
域
で

3

般

的
に
兄
ら
れ
る
種
類
で
あ
り
、
畑
町
丘
地

点
で
は
消
失
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

生
息
が
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、

問
辺
海
域
の
生
態
系
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
も
の
と
忠
わ
れ

ま
す
。九

旦
口
小

観

企
業
の
吹
地
な
ど
に
よ
り
周
辺
景
観

は
、
人
工
的
な
も
の
に
変
化
し
ま
す
。

樹
木
の
柿
栽
な
ど
の
紙
化
対
策
を
行
い
、

工
場
な
ど
の
構
造
物
の
色
彩
に
つ
い
て

も
長
観
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
保
全

に
十
分
注
怠
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総

合

平

面

ノ
(
ヨ
コ
ロ

白
然
環
境
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
予
測

結
束
お
よ
び
環
境
保
全
対
策
な
ど
か
ら

み
て
、
環
境
保
全
の

H
標
を
達
成
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
埋
し
比
土
地
造
成

事
業
計
画
は
環
境
保
全
上
著
し
い
問
題

は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
今
後
環
境
保
全
に
つ
い
て
は

配
慮
し
な
が
ら
、
計
画
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
十
分
な
監
視
体
制
の
も
と
に
環

境
に
与
え
る
影
響
を
で
き
る
だ
け
軽
減

す
る
よ
う
慎
重
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
六
千
三
百
万
円

で
株
式
会
社
東
京
久
栄
が
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
、
「
埋
立
用
地
造
成
工
事
の
概

要
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第

4
囲
臨
時
金

長
浜
町
議
会
第
四
凶
臨
時
会
が
六
月

一
一
十
八
日
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
科
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
一
二

件
と
、
昭
和
五
十
九
年
度
長
浜
町
繰
越

明
記
川
費
繰
越
計
算
書
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て
の
議
会
報
告
案
件
で
、
議
案
は

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
議
会
報
告

案
件
は
受
理
係
択
さ
れ
ま
し
た
。

臨
海
土
地
造
成
事
業

六
十
三
億
三
千
万
円
で

東
洋
、
五
洋
、
若
築

共
同
企
業
体

長
浜
町
臨
海
土
地
造
成
事
業
A
7
坊
地

医
埋
立
工
事
は
、
六
月
一
一
十
四
日
町
体

育
館
で
入
札
執
行
し
た
結
果
、
六
十
六

億
二
一
千
万
円
で
、
東
洋
、
五
洋
、
計
築

共
同
企
業
体
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

埋
立
面
積
は
、
一
二
十
四
万
五
千
四
百

九
十
ぉ
-
七
八
平
方
灯
、
工
期
は
今
年

の
六
月
二
十
八
日
か
ら
昭
和
六
十
四
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
地
ト
刀
改
詳
施
設
整

備
事
業
大
谷
口
地
医
道
路
新
設
工
事
(
A

工
区
)
は
、
一
億
六
百
四
十
六
万
刊
で
、

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
度
地
ト
刀
改
帯
施

設
整
備
事
業
大
谷
口
地
区
道
路
新
設
工

事

(
C
工
区
)
は
、
一
億
二
千
九
十
八

万
四
千
円
で
西
田
興
産
と
請
負
契
約
(
変

更
)
を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

伊
藤
ヨ
シ
子
さ
ん
ら
七
人

廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
委
員

町
で
は
、
五
月
に
聞
か
れ
た
臨
時
会
で

制
定
さ
れ
た
長
浜
町
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
委
員
会
条
例
に
基
づ
い
て
、
前
記
委
員

会
の
委
員
に
七
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
の
委
討
会
は
、
今
後
広
域
化
が
進

む
な
か
で
、
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い

て
と
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
調
査

研
究
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
は
一
二
年
で
、
事
務
は
衛

生
課
で
取
り
扱
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
む
、
六
月
一
一
十
日
に
初
め
て
の
委

員
会
を
聞
き
、
委
員
長
に
桜
田
和
夫
さ

ん
、
副
委
員
長
に
菊
地
満
男
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
。

委
嘱
し
た
委
員
は
次
の
通
り
。

{
町
議
会
議
員
}
佐
川
和
夫
(
柴
)
菊

地
満
男
(
穂
積
)
田
中
定
幸
(
白
滝
)

津
川
龍
雄
(
A
r
坊

)
H
高
照
友
(
長
浜
)

一
学
識
経
験
者
}
明
間
定
市
(
長
浜
)

伊
藤
ヨ
シ
子

(
A
7
坊
)

福
祉
年
金
証
書

の
提
出
を

八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
回

以
年
金
証
書
を
町
役
場
ま
た
は
存
連
絡

所
に
何
日
山
し
て
い
た
だ
く
円
で
す
。

こ
の
子
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

向
こ
う
一
年
聞
の
福
祉
年
金
が
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
も
し
、

こ
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
次
の
十
一

月
支
給
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
返

し
く
だ
さ
い
。
証
書
は
二
枚
で
す
が
、

公
的
年
金
と
の
併
給
調
整
者
は
一
枚
と

な
っ
て
い
ま
す
。

国
加民
入年
し金
まに
し
よ

フ

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
承
知
の
よ

う
に
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
す
べ

て
の
人
が
国
民
年
金
の
対
象
者
に
な
る

年
金
制
度
の
大
改
革
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
一
つ
で
あ
る
基
礎
年
金
制
度
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く

の
人
が
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
、
遠
い
将
来
の
こ
と

だ
と
思
っ
て
む
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
老
後
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
日
の
た
め
に
も
で
き
る
だ
け
平
く

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

今
度
、
国
の
方
針
に
よ
り
職
権
適
用

(
年
金
加
入
対
象
者
は
す
べ
て
年
金
に

加
入
す
る
)
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
社
会
保
険
事
務
所
、
役
場

か
ら
職
権
適
用
に
関
す
る
勧
奨
ハ
ガ
キ

な
ど
が
後
日
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
検

討
の
上
、
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

idJ l hi 節水に

ご協力を j 
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お
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
ご
相
談
を

死
者
。
行
方
不
明
者
相
談
所

一三4

警
察
で
は
、
死
者
の
身
寄
り
や
行
方

不
明
者
を
慢
す
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

行
き
倒
れ
や
不
慮
の
事
故
な
ど
で
無

縁
仏
と
し
て
身
元
の
わ
か
ら
な
い
死
辛
口

は
、
県
内
で
行
士
一
十
体
(
昭
和
六
十
年
五

月
末
現
在
)
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
行
々

が
わ
か
ら
な
ぐ
て
家
族
が
控
し
て
い
る

家
出
人
は
三
百
九
十
一
人
も
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
死

者
の
身
元
や
家
出
人
の
居
所
を
捜
し
て

家
族
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
八
月
を
そ
の
月
間

と
し
て
、
「
行
友
不
明
者
を
棲
す
相
談
所
」

を
調
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受

率密室

県
産
材
で
マ
イ
ホ
ー
ム

住
宅
建
設
促
進
特
別
対
策
資
金

邸玄臨画謹盟お知らせ

県
立
原
材
木
造
住
宅
建
設
促
進
特
別
対

策
資
金
を
ご
存
知
で
す
か
。

愛
媛
県
で
は
、
県
産
木
材
を
使
っ
て

木
造
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
人

に
、
低
利
で
資
金
を
貸
付
け
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
宅
金
融
公
庫
資
金

を
借
り
て
自
分
の
持
ち
家
を
在
来
工
夫

で
、
柱
、
は
り
な
と
に
五
O
%
以
上
県

産
一
村
を
使
用
し
て
、
県
内
の
建
築
業
者

が
建
築
す
る
住
宅
に
適
用
し
ま
す
。

{
融
資
限
度
額
}
三
百
万
同

{
融
資
利
率
一
年
率
六
%

[
償
還
方
法
一
二
十
年
以
内
の
一
バ
利
均

等
月
賦
償
還
ま
た
は
元
利
均
等
月
賦
償

還
と
一
冗
利
均
等
半
年
年
賦
償
還

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

家
出
な
ど
で
消
息
が
わ
か
ら
ず
、
心

配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
や
む
友
だ
ち
の

皆
さ
ん
、
お
気
持
に
相
談
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

利
一
校
一
昨
は
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。

①
8
円
5
日

今

治

署

叩

時

j
口
時

@
8
月
6
日
松
山
東
署
叩
時
1
口
昨

@
8
月
7
日
宇
和
島
署
刊
時
1
口
時

相
談
所
開
設
日
に
わ
越
し
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
大
洲
警
察
署
で
ご
相
談

を
受
け
ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
の
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
士
す
。

取
扱
い
は
、
伊
予
銀
行
、
愛
媛
相
互

銀
行
、
愛
媛
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連

合
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
取
扱
い
金
融
機
関

の
本
底
、
支
府
、
農
協
の
窓
川
、
ま
た

は
愛
媛
県
建
築

住
宅
課
、
各
地

方
局
建
築
指
導

課
ま
で
む
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
を
ご

存
知
で
す
か
。
こ
の
制
度
は
、
中
小
企

業
者
の
方
々
の
連
鎖
倒
産
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
、
加
入
者
が
あ
ら
か
じ
め
掛

金
を
積
み
立
て
て
む
き
、
加
入
後
六
か

月
以
上
を
経
過
し
て
、
万
一
取
引
先
事

業
者
が
倒
産
し
、
売
掛
金
や
交
取
手
形

ま
ど
の
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
鳩
合
に
、

共
済
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
る
制
度

で
す
。こ

れ
は
、
政
府
が
令
初
出
資
の
中
小

企
業
事
業
団
が
運
営
し
て

b
り
、
貸
付

額
最
高
は
、
一
一
一
千
二
百
万
円
で
、
細
川
担

保
、
無
保
証
人
、
無
利
子
で
貸
付
け
ら

れ
ま
す
く

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
会
(
合
臼

0
3
1
2
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
c

皆
さ
ん
加
入
し
ま
し
ょ
う

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
業
を
営
む
方
ヶ
、
お
よ
び
建
設

羽
山
崎
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
か
作
っ
た
「
建

設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご
存
じ
で

す
カ
。こ

の
制
度
ば
、
昭
和
三
十
九
年
に
中

小
企
業
退
職
全
共
済
法
に
よ

η
作
ら
れ

た
制
度
で
す
。
こ
の
制
浅
の
特
色
は
、

一
般
の
退
職
金
の
よ
う
に
一
事
業
所
を

や
め
た
時
支
拡
わ
れ
る
退
職
金
で
な
く
、

建
設
業
と
い
う
一
つ
の
業
種
の
中
で
働

く
間
は
、
全
日
山
ど
こ
の
事
業
所
で
働
い

た
場
合
で
も
事
業
主
が
掛
金
を
出
し
合

い
、
現
場
で
働
く
方
々
が
建
設
業
に
従

事
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
各
事
業
主
に

雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
設

業
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

ま
た
、
涯
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す

か
ら
確
実
、
安
全
で
あ
る
と
と
も
に
、

梅
め
て
有
利
な
利
回
り
で
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、
全
国
で
百
六
十
万
人
以
上
の

方
々
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
老
後
や

転
職
に
備
え
着
々
と
退
職
金
の
積
烹
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。建

設
業
退
職
金
共
済
組
合
愛
媛
支
郎

〒
別
松
山
市
二
番
町
四
|
四
l
凶
愛

媛
県
建
抗
日
会
館
怨
0
8
9
9
|
川
町
5

q
d
ワ
L

A
せ「

金
」
取
引
、
悪
質

業
者
に
ご
用
心

う
ま
い
話
に
は
落
と
し
穴

最
近
、
言
葉
巧
み
に
会
内
購
入
を
す

す
め
る
セ
ー
ル
ス
マ
/
が
伺
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

以
前
な
ら
金
と
い
う
と
あ
こ
が
れ
の

的
で
し
た
か
、
現
代
で
は
黄
金
属
庖
は

も
ち
ろ
ん
、
銀
行
や
証
券
会
社
の
窓
口

で
も
売
ら
れ
る
程
、
す
っ
か
り
身
近
な

も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。
金
を

購
入
す
る
と
き
は
、
信
頼
で
き
る
応
舗

で
、
代
金
と
引
き
換
え
に
金
地
金
を
受

け
取
り
ま
し
ょ
う
り

特
に
、
金
の
取
引
に
つ
い
て
十
分
な

知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
家
庭
の

主
制
、
老
人
の
方
は
、
金
の
現
物
が
渡

さ
れ
な
い
ま
ま
手
元
に
は
契
約
書
だ
け

と
い
う
よ
う
な
思
質
な
取
引
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
か
し
こ
い
消
費
者
に
な

り
ま
し
ょ
う
れ

守
ろ
う
海
の
秩
序
と
資
源

あ
さ
り
採
捕
の
規
制

長
浜
町
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
愛
媛

県
の
第
一
一
種
共
同
漁
業
権
を
取
得
し
、

あ
さ
り
漁
業
の
免
庁
を
受
け
て
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

無
尽
蔵
の
よ
う
に
忠
わ
れ
ん
魚
介
類

の
資
源
も
最
近
で
は
、
的
場
環
境
の
変

代
や
乱
獲
で
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
〉
漁
協
?
は
、
「
守
ろ
う
海
の
秩
序

と
資
源
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
資
源
の
維

持
と
培
養
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

t
o
片
十
日
さ
ん
も
あ
さ
り
採
掃
の
規
制
に

つ
い
て
ご
珂
一
解
い
た
だ
き
、
水
産
資
川

保
殺
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
さ
り
探
捕
規
則

{
採
捕
期
間
}
3
月
1
日
か
ら
6
月
却

口
ま
で

{
採
捕
制
限
}
殻
の
長
さ
が

e

A

セ
ン
チ

バ
以
下
は
採
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

{
漁
法
・
漁
具
}
特
殊
な
漁
具
ほ
使
間

で
き
ま
せ
ん
。

{
採
捕
料
金
一
人
漁
料
金
と
し
ご
徴
収

な
む
、
違
反
会
し
た
人
に
は
罰
則
が

過
せ
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
長

挟
町
漁
業
協
同
組
人
n
へ
わ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

健
康
守
つ
く
り
に
薬
草
を

愛
媛
薬
草
愛
好
会

豊
か
な
自
然
の
恵
み
で
あ
る
薬
草
の

採
取
利
用
や
、
栽
培
な
ど
の
知
識
を
尚

め
、
地
域
住
民
の
健
康
場
進
と
、
会
民

相
互
の
親
睦
を
図
る
「
愛
媛
薬
草
愛
好

会
長
浜
支
部
」
結
成
の
た
め
、
広
く
会

員
を
募
集
し
で
い
ま
す
。

入
会
に
つ
い
て
は
、
発
起
人
代
表
で

あ
る
櫛
生
の
渡
辺
仁
之
助
さ
ん
(
官
日

l
0
0
0
3
)
ま
た
は
、
役
場
衛
生
課

(
宮
臼
1
1
1
1
1
)
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
け
。
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運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン

八
月
一
日
か
ら

地震に対する心構え

松
山
市
大
可
賀
に
あ
る
県
自
動
車
試

験
場
が
移
転
し
て
、
八
月
一
日
か
ら
勝

同
町
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
子
続
き
お
よ
び
業
務
の
内
容
は

今
ま
で
通
り
で
す
が
、
次
の
事
項
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
す
。

大
免
許
停
止
(
三
十
日
)
講
習
が
県
下

集
中
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
住
所
、
氏
名
な
ど
記
載
事
項
変
更
屈

も
受
け
付
け
ま
す
。

大
免
許
試
験
の
受
付
時
間

骨
月
曜

1
金
曜

8
時
却
分

1
9
時

教
習
所
卒
業
指
定
者
に
限
り
日
時
か

ら
日
時
却
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

交
通
の
便
は
、
伊
予
鉄
パ
ス
、
市
駅

か
ら
勝
岡
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
行
で
同

十
二
分
で
す
。

附近案内図

地震に対する心構えは

でぎてりますか

9月i自iま「防災の自」

S月30自治、ら3月5島は「肪災週間J

地
震
は
突
然
起
こ
り
ま
す
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
予

の
ほ
ど
こ
し
ょ
う
が
な
い
ー
な
ど
と
あ

き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
被
害
を
最

小
限
に
く
い
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
震
に
対
す
る
心
の

準
備
を
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
で
の

H

地

震
対
策
H

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

八
月
二
一
十
H
か
ら
九
月
五
日
は
「
防

災
週
間
」
、
そ
し
て
九
月
一
日
は
「
防
災

の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
ふ
だ
ん
で

き
る
家
庭
の
防
災
対
策
の
主
な
も
の
を

あ
げ
て
み
ま
し
た
。

「
わ
が
家
の
防
災

会
議
」
を
開
こ
う

地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
が
起
こ
っ
た
時

に
あ
わ
て
な
い
よ
う
次
の
よ
う
な
こ
と

を
家
族
全
員
で
話
し
合
っ
た
り
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
安
全
な
避
難
場
所
は
ど
こ
な
の
か
、

ど
の
道
を
通
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か

を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
一
度
避
難

路
を
歩
い
て
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で

す。マ
大
地
震
の
あ
と
は
、

電
話
で
の
連
絡
が
ほ

と
ん
ど
で
き
な
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
子
供
は
学
校
、

父
親
は
会
社
な
ど
と

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
い
る
と
き
、

ど
こ
に
行
け
ば
家
族

に
会
え
る
か
を
よ
く
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。

マ
各
人
の
分
担
を
決
め
て
く
だ
さ
い
o

H

い
ざ
H

と
い
う
と
き
、
す
べ
て
を
一

人
で
や
っ
て
い
た
の
で
は
間
に
合
わ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
火
元
を
消
し
に

行
く
人
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
持
つ
人

な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
火
を
使
う
器
具
や
設
備
を
点
検
整
備

し
て
消
火
の
備
え
を
し
よ
う

火
を
使
う
器
具
や
設
備
を
点
検
整
備

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
整
理
、
整
と

ん
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ア
イ
ロ

ン
を
か
け
な
が
ら
煮
炊
き
を
す
る
な
ど
、

ふ
だ
ん
か
ら
同
時
に
多
数
の
火
気
を
使

わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

消
火
器
や
消
火
用
の
水
な
ど
、
火
を

消
す
た
め
に
役
立
つ
も
の
を
用
意
し
、

仰
い
ざ
げ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
い

つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

地
震
が
起
き
た
ら
、
す
ぐ
に
火
気
の

使
用
を
や
め
ま
す
。
で
も
万
一
火
が
出

て
し
ま
っ
た
と
き
、
被
害
を
大
き
く
し

な
い
た
め
に
初
期
消
火
が
大
切
で
す
。

消
火
器
の
使
い
方
が
分
か
ら
ず
火
を
消

せ
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う

H

悲
劇
υ

が

起
き
な
い
よ
う
に
、
使
い
方
も
よ
く
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

3
倒
れ
そ
う
な
も

の
は
固
定
を

強
い
地
震
が
起
こ
る
と
、
か
な
り
す

わ
り
の
よ
い
家
具
で
も
倒
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
金
具
な
ど
で
し
っ
か
り
同

定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
重
た
い
も

の
や
ガ
ラ
ス
ケ

l
ス
な
ど
が
、
家
具
の

上
や
高
い
タ
ナ
に
乗
っ
て
い
た
ら
、
な

る
べ
く
低
い
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
P
7
0

倒
れ
る
も
の
は
、
家
具
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

は
鎖
で
し
っ
か
り
固
定
を
。
ブ
ロ

y
ク

塀
、
門
柱
な
ど
も
点
検
し
、
弱
い
と
こ

ろ
は
補
強
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

4
非
常
持
ち
出
し
晶

を
準
備
し
よ
う

災
害
に
備
え
て
非
常
持
ち
出
し
口
聞
を

そ
ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
現
金
や
貴
重
品
な
ど
マ
懐
中
電
灯
、

ロ
i
ソ
ク
、
マ
ソ
チ
マ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ー
ラ
ジ
オ
マ
本
、
乾
パ
ン
な
ど
緊
急
食

て
血
C
L

料
品
マ
下
着
類
、
手
拭
、
せ
っ
け
ん
、

ち
り
紙
な
ど
マ
収
急
医
薬
品

こ
の
ほ
か
、
各
家
庭
で
必
要
な
も
の

を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
少
な
く
と
も
ご
一
日
分
く
ら
い

の
飲
料
水
、
食
料
、
燃
料
は
い
つ
も
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

司、v 一、戸、、r 、一戸、、r 、、r 、、F 司、一一一

だと と て ん と皆の
き準き 白 とさ F方こ しユた備に家ら忠、ん災の わ
いを適庭防い の 子 た fヂ ざ
とし切で災まわ I帳ぴ 家 き
思てに にす手」長 σコ と
い大対地対が元を浜 防
まい処域す に発町 しミ
すにででもる普届行で

〈山巴《

{蒲 ラ隣

。ごきい関手交い し は 手 フ
:舌るぎ心かてま「 帳 え と用 心 と を らいしわ 発

てぃ構 い 深 皆るたが 行
たえうめさ こ 。家
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ふるさとの思い出・台風シーズン到来

台
風
の
通
り
道
と
い
わ
れ
て
い
る
私

た
ち
の
国
で
は
、
毎
年
こ
の
季
節
に
な

る
と
台
風
に
よ
る
被
害
が
全
国
各
地
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
害
を

最
少
限
に
食
い
と
め
る
た
め
、
普
段
か

ら
家
の
中
や
ま
わ
り
を
み
て
、
台
風
の

被
害
を
受
け
や
す
い
も
の
や
場
所
な
ど

に
日
を
注
ぎ
、
弱
い
と
こ
ろ
は
補
強
す

る
な
ど
万
全
の
対
策
を
た
て
て
お
き
ま

し
ょ
P
7
0

台
風
に
備
え
て

①
万
-
に
備
え
て
避
難
経
路
や
避
難
場

所
を
日
ご
ろ
か
ら
家
族
み
ん
な
で
話
し

ん
円
っ
て
お
く
。

②
日
ご
ろ
か
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

気
象
状
況
を
よ
く
聞
き
、
必
要
な
対
策

を
た
て
る
。

③
停
電
し
た
ら
真
っ
暗
や
み
|
こ
れ
で

は
お
手
上
げ
で
す
。
停
電
に
備
え
て
、

懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
を
一
定
の
場
所
へ
用
意
し
て
お
く
。

④
避
難
時
の
携
行
品
を
防
災
袋
な
ど
に

人
れ
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
準
備

し
て
お
く
。

ま
た
、
防
災
袋
に
は
水
に
ぬ
れ
で
も

文
字
が
消
え
な
い
筆
記
用
具
で
、
家
族

の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
血
液
型
、

避
難
予
定
地
な
ど
を
記
入
し
て
お
き
ま

し
ょ
h
7
0

Eew申4vtte山申告士

一
瞬
髄

時
長
浜
町
が
合
併
ゴ
一
十
年
を
迎
え
ら

何

れ

ま

し

た

時

、

元

町

民

と

し

て

は

る

キ

仏

同

1
洲

の

地

か

ら

お

祝

い

し

た

弘

で

々

日

t

-

H

昭
和
一
二
ト
三
年
保
健
婦
と
し
て
採

λ
自

す

さ

れ

て

十

八

年

間

、

豊

茂

地

区

に

会

」

山
七
年
間
、
白
滝
の
白
山
園
に
一
年
間
、
〉
九

時
ま
た
、
青
島
、
診
療
所
に
十
空
一
か
月
'
カ
沌

伽
聞
大
洲
か
ら
通
つ
て
の
勤
め
で
し
た
。
豊
川

あ
の
九
時
を
省
み
る
と
、
思
い
出
は

L

ド

母

甘
く
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
前

l
e
l

そ
し
て
「
あ
の
時
あ
あ
し
て
あ
げ
れ
ホ
l

ば
よ
か
っ
た
、
こ
う
す
べ
き
だ
っ
え
」

R

ハ

と
悔
い
の
多
い
日
々
で
あ
っ
た
こ
と

を
心
か
ら
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ψ

よ

⑤
溝
や
下
水
の
流
れ
は
よ
い
か
、
倒
れ

そ
う
な
看
板
、
へ
い
、
樹
木
は
な
い
か

確
認
し
、
修
理
や
補
強
を
し
て
お
く
。

台
風
が
近
づ
い
た
ら

①
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
発
表
さ

れ
る
台
風
情
報
を
よ
く
聞
く
。

②
遠
路
へ
の
外
出
は
ひ
か
え
る
と
と
も

に
、
特
に
海
水
浴
や
つ
り
な
ど
を
計
画

さ
れ
て
い
る
と
き
は
見
あ
わ
せ
る
。

③
有
線
放
送
な
ど
に
十
分
注
意
し
、
避

難
の
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
み
や

か
に
従
う
。

④
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
心
構
え
と
、

準
備
を
し
て
お
く
。

避
難
す
る
と
き
に
は

①
あ
わ
て
ず
、
冷
静
に
、
リ
ー
ダ
ー
の

指
示
に
従
っ
て
行
動
す
る
よ
う
心
掛
け
、

単
独
の
行
動
は
避
け
る
。

②
ま
ず
お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人
を
早

め
に
避
難
さ
せ
る
。

③
家
を
出
る
と
き
に
は
、
火
の
始
末
や

戸
締
ま
り
を
確
実
に
す
る
。

④
携
行
日
田
は
必
要
な
も
の
だ
け
に
と
ど

め
、
ま
た
、
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も

の
が
何
よ
り
で
す
。
特
に
、
頭
に
は
ヘ

ル
メ

y
卜
、
帽
子
、
頭
巾
な
ど
を
付
け
、

長
袖
に
ズ
ボ
ン
な
ど
の
露
出
部
の
少
な

い
服
装
が
よ
い
。

⑤
避
難
す
る
と
き
は
、
が
け
下
、
川
べ

り
、
壊
れ
そ
う
な
へ
い
ぎ
わ
な
ど
は
避

け
、
ま
た
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

台
風
の
予
備
知
識

H
本
で
呼
ば
れ
て
い
る
台
風
に
相
九

i 

のまつめ院 生
きしの始の現よ
か た 閉め衛花生
な。に て生は 4
い J か十管、主
人度七年理八生
生と十を 者 幡 圭
でや歳迎と浜 4
すりがえし市生
。直過、ての生

せしぎい勤病牛
、伊

後思区くと 機麟ψ 々 と おにす i
もわのなを 、春すば固と工
こずハり忠 . __ r _.  ~→ f'lがるつま 工
の訪ゼまい F信万三 f 寸T一十 j竜訪こてれち工
よ間やす起..-・ ャ 、れといてよエ
うの楓。こ (70歳) 沖れもるソう Z
Z号zr与 大淵市菅因 習司527ぶi
りと葉出た 桜豊たのク娘 Z
ための石まばば夜しと碧たの茂び姿リのエ
い、み寺ら た ら 空 さ 空 の 、 美 の で に l よ工
も 「 ご ゃ な きしの、気青夏し新す「ムう : r :
の私と豊くし さ 星 そ の 島 に さ 緑 。 ハなな Z
ょのさ茂懐たにのしあ、のは、の ッ ど 同 エ
」老に地しこますでい海紺ま山 」ほ僚工

よ向化き る「た別に話 のそ荒訪を と 主
うかのが「こな。れごに人智わ縄問 忠生主
心つ町い楽とが私し恩な情恵、つをはい意
かでづのしははので返っ昧だた巻す起気
らまくあくなま大早した豊つのいベこな
わすりる住い 」 切 く は 諸 か た も て りし想、
祈ま」、みではなもで先なとあら止ま像
りすの美よし 生 第 十 き 生 町 感 の く めすな
申前三しいよ涯二年ま方の謝地だと。ど
し 進 つ い 、う心のがせ、方しにつし雪し
上さの人豊。かふ過んい々で勤たて深た
げれ日情か らるぎがつ、勺務の長い若
主ま標とで 離さま、こお主しを靴冬 い
9。すに文働 れとしおう世九ておにの日

め
で
今
後
は
、
悔
い
の
な
い

よ
う
一
日
一
日
埋
め
て
い
き

た
い
も
の
と
老
い
を
忘
れ
て

働
い
て
い
ま
す
。
休
憩
時
に

ふ
と
気
づ
い
て
周
囲
を
見
出

す
る
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ハ
リ
ケ

ー
ン
、
イ
ン
ド
で
は
サ
イ
ク
ロ
ン
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
で
は
パ
ギ
オ
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。台

風
の
基
準
は
、
過
去
何
回
か
変
わ

り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
以

降
で
は
、
台
風
域
内
の
最
大
風
速
が
毎

秒
十
七
山
以
上
の
も
の
を
台
風
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

風

台

風

?雨

台

風

?

台
風
は
台
風
の
日
の
動
き
に
伴
っ
て

風
向
が
変
化
し
ま
す
が
、
台
風
に
は
右

半
分
で
は
風
が
強
く
、
左
半
分
で
は
雨

が
強
い
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
台
風
の
中
心
域
が
自
分
の

い
る
地
点
よ
り
北
側
を
通
る
場
合
に
は
、

風
が
強
く
吹
き
、
南
側
を
通
る
場
合
に

は
犬
雨
が
降
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
風
の
被
害
が
目
立
っ
た
台

風
を
風
台
風
、
雨
の
被
害
が
目
立
っ
た

台
風
を
雨
台
風
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

地
元
の
予
報

が

最

優

先

予
報
に
は
全
国
的
な
予
報
と
、
地
元

の
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
表
現
に
多
少
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
気
象
台

の
場
合
、
地
元
特
有
の
状
況
を
踏
ま
え

て
、
よ
り
細
か
い
点
に
注
意
が
払
わ
れ

て
い
ま
す
。

予
報
に
く
い
違
い
が
あ
る
場
合
に
は
、

地
元
の
予
報
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。
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緑
い
っ
ぱ
い
の

町
マ
つ
く
り

モニタ一つうしん e 一歳ですコンニチハ

町

の

花

木

定
し
た
わ
け
で
す
。
サ
ツ
キ
は
愛
好
者

の
手
に
よ
っ
て
か
な
り
普
及
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
サ
ル
ビ
ア
、
サ
ン
ゴ

ジ
ュ
は
今
ひ
と
つ
の
よ
う
で
す
。
サ
ル

ビ
ア
は
柴
の
山
中
高
光
さ
ん
の
手
に
よ

っ
て
育
て
た
も
の
を
役
場
前
に
も
寄
付

し
て
い
た
だ
き
、
現
在
す
く
す
く
と
育

っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
花
を
愛
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
美
し
い
町
ゃ
つ
く
り
に
役

立
ち
た
い
も
の
で
す
。

まいついれ人「尖まうで 名
ι(すとて F るにかのしにき最前チ
j父。思ほに優好らチたなる近を供

11 いしな しか、 -e り よは との
滴醸欄輔翻翻膿欄臨臨醐欄醸輯醐融縄開臨気足、幸

井議議饗議議議嬢鞠韓議鱒鱒鱗繍 lニ コせ
国審議議欝藤野鵡会蓬議醤霊糊鍵懇黙示時人てを
美態欝欝撃襲憲 議露顕麓龍 れ「願
さ寵饗選襲撃露 選題懇襲襲醤蕗 ば友つ

ん 麟F議率調和主審ウ懇墾襲爵 絵里て
26 噌脚 晶一噌ぞ:霊選準 品説撒前ザ本」

歳 とJ人 1ぐ〕選議選翠轟議鍾轟欝主主紅やと書
L二、議議;繍襲璽鱒憲懇韓畿弘主むっき

母 国 議 議 鱗斡欝器類騒もけや
11 愛護譲F 鮮や j鱗鍾襲欝醸盤機織iちま 「
安 j選翠襲撃 監禁撃選纏謹轟欝鶏繋議遁躍醤やし く
江煩瞬時 十ミミ警護裂騒議長選撞議題襲醤でた親
さ 織選難議畿絞鶏懇韓議審議謹饗題懇懇一 。し

ぺぷ務時恥ザ議禽議察￡訟議題襲撃書籍調鑓帯-~.義人 み
25 露 ーマ雪~-lI"鋪遊や

空 59年8月12日生まれ 手ご

(
白
滝
・
上
田
正

-
H
歳
)

お
答
え
-
:
胃
の
集
団
検
診
は
、
町
の

老
人
保
健
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

検
診
車
の
技
師
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県

が
ん
予
防
協
会
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

ま
た
胃
の
男
女
混
合
検
診
に
つ
き
ま
し

て
は
、
受
診
者
数
に
よ
っ
て
難
し
い
面

も
生
じ
ま
す
が
、
ご
要
望
に
そ
う
よ
う

検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

機
会
あ
る

ご
と
に
周
知

た
ば
こ
消
費
税

「
タ
バ
コ
は
町
内
で
」
・
:
た
ば
こ
消
費

税
が
町
に
入
る
こ
と
を
町
民
の
多
く
の

人
は
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も
っ
と
大
き
な
記
事
に
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

(
沖
浦
・
二
宮
敏
明
・
日
歳
)

お
答
え
:
・
た
ば
こ
消
費
税
に
つ
い
て

は
、
時
々
ス
ポ
ッ
ト
的
に
広
報
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
機
会
あ
る
ご
と
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
た
ば
こ
を
買
う
と

き
は
町
内
で
買
っ
て
、
た
ば
こ
消
費
税

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

各
区
で
工
夫
を

ご
み
収
集
箇
所

最
近
、
ゴ
ミ
収
集
場
所
で
網
か
ご
を

設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
網
か
ご
の
な
い
ゴ
ミ
の
山
の
所
で

は
、
収
集
後
、
残
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

が
野
良
犬
や
猫
に
よ
っ
て
袋
は
破
れ
、

中
味
が
は
み
出
し
、
道
路
に
散
乱
し
て

と
て
も
汚
な
く
思
い
ま
す
。
出
す
方
も

時
間
を
考
え
、
ま
た
、
収
集
し
て
い
た

だ
く
時
、
破
れ
た
ゴ
ミ
袋
は
手
聞
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
あ
と
ひ
と
つ
」

の
気
持
ち
で
振
り
返
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。(

豊
茂
・
谷
本
こ
ず
え
・
担
歳
)

お
答
え
:
・
ゴ
ミ
収
集
箇
所
に
網
か
ご

な
ど
を
設
置
し
、
犬
、
描
、
カ
ラ
ス
な

ど
に
よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱
を
防
い
で
い
る

区
が
最
近
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
対

策
で
ゴ
ミ
集
収
箇
所
が
清
潔
に
な
り
、

ま
た
、
ゴ
ミ
収
集
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る

方
は
、
ゴ
ミ
が
食
い
あ
ら
さ
れ
な
い
よ

う
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
工
夫
、
収
集
箇
所

の
工
夫
を
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
収
集
で
き

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
収
集
箇
所

は
各
区
で
責
任
を
も
っ
て
清
潔
に
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

将
来
は
無
線
化
等

も
検
討

有
線
放
送
施
設

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
長
年
続
い
て

き
た
有
線
放
送
施
設
が
老
朽
化
し
、
公

衆
電
話
の
普
及
に
よ
っ
て
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
利

用
方
法
に
よ
っ
て
は
、
町
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
災
害
に
対
す
る
緊
急
連

絡
、
農
事
に
対
す
る
指
導
な
ど
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
後
ど
う
対
処
し
て
い
か
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

(
下
須
戒
・
矢
野
恵
美
子
・
日
歳
)

お
答
え
:
・
有
線
放
送
電
話
は
、
昭
和

三
十
五
年
四
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、

四
十
九
年
十
月
に
白
動
化
と
な
っ
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
施
設
も
老

朽
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
む
り
、
ま
た

本
施
設
関
係
機
材
の
生
産
も
廃
止
の
方

向
に
あ
る
た
め
、
保
守
に
苦
慮
し
て
い

宇
品
」

9
0

し
か
し
な
が
ら
今
日
有
線
の
メ
リ
ッ

ト
(
災
害
等
緊
急
連
結
・
お
知
ら
せ
等
)

は
大
で
あ
り
全
町
を
ネ
ン
ト
す
る
唯
一

の
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
施
設
の

可
能
な
限
り
の
維
持
存
続
に
努
力
を
す

る
と
と
も
に
、
将
来
は
無
線
化
等
新

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
情
報
通
信
体

系
整
備
の
実
現
化
を
め
ざ
し
て
、
検
討

を
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
て

商
庖
街
で
の
駐
停
車

本
町
通
り
を
車
で
走
っ
て
い
て
感
じ

た
こ
と
で
す
が
、
や
た
ら
と
道
路
の
わ

き
に
車
が
た
く
さ
ん
駐
停
車
し
て
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
に
混
雑

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
平

気
で
駐
停
車
さ
れ
て
し
ま
う
と
緊
急
の

場
合
に
悶
る
と
思
い
ま
す
。
対
応
策
は

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

(
今
坊
・
中
見
山
香
里
・
往
歳
)

お
答
え
・
・
警
察
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
取
り
締
ま
り
は
や
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
な
お
、
今
後
も
違
法
駐

車
に
つ
い
て
は
厳
し
く
取
り
締
っ
て
い

く
そ
う
で
す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
心

が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
以
外
の

F

般
の
方
か
ら
の
投
稿
も
わ

待
ち
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
気
づ
か

れ
た
こ
と
な
ど
広
報
係
ま
で
お
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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理雪量

車議議

五母じ
回

病
人
に
と
っ
て
、
最
も
よ
い

N

看
護

人
H

は
家
族
。
病
人
の
心
に
寄
り
添
い
、

理
解
し
、
励
ま
す
こ
と
が
で
き
る
の
は

家
族
な
ら
ば
こ
そ
で
す
。

そ
こ
で
今
月
か
ら
、
ゆ
き
届
い
た
看
護

を
す
る
た
め
の
心
構
え
、
知
っ
て
い
る
よ

う
で
意
外
に
知
ら
な
い
家
庭
看
護
の
基

本
的
な
知
識
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

堕窒霊童翠翠Z霊童

看
護
人
と
し
て
の
第
一
歩
は
、
ま
ず

子
を
洗
う
こ
と
で
す
。
同
時
に

H
常
の

家
事
と
は
は
っ
き
り
区
別
し
た
、
看
護

則
の
身
じ
た
く
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

抵
抗
力
の
衰
え
て
い
る
病
人
は
、
健

康
な
人
に
は
何
で
も
な
い
カ
ゼ
の
ビ
ー

ル
ス
や
化
膿
菌
も
は
ね
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
病
人
が
新
た
な
病
気
を

重
ね
る
危
険
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ま
た
、

山
て
い
る
人
の
病
気
を
他
の
家
族
に
移

さ
な
い
た
め
に
も
、
看
議
人
の
衛
生
管

理
は
大
切
で
す
。

家庭看護のABCo今月の衛生プログラム醐血盟問

手

洗

し百

ヂ
を
洗
う
前
に
爪
を
見
で
、
も
し
伸

び
て
い
れ
ば
短
く
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

伸
び
た
爪
と
指
の
聞
は
、
パ
イ
菌
の
た

ま
り
や
す
い
所
で
す
。

病
人
の
体
に
触
れ
る
と
き
、
指
輪
や

時
計
を
し
た
ま
ま
だ
と
、
体
に
傷
を
つ

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
は
ず
し
ま

し
ょ
弓
ノ
。

ヂ
洗
い
は
、
ま
ず
本
洗
い
を
し
て
か

ら
石
け
ん
を
つ
け
て
こ
す
り
ま
す
。
汚

れ
や
す
い
指
先
や
爪
の
ま
わ
り
、
忘
れ

が
ち
に
な
る
小
指
の
外
側
は
特
に
意
識

し
て
、
て
い
ね
い
に

2
Mは
洗
っ
て
く

だ
さ
い
。

工
。
フ
日
ン

看護のための身じたく
制醐醐脳111脳閣1I11岡崎棚田川!幽副11岨 1111国!週間幽fill1l!岨 11幽屋1111醐鵬場制醐閣IIIIW割問岨叩醐臨時過111111閥1111出盟国幽 I111悶聞醐11

看
護
用
の
エ
プ
ロ

ン
は
、
家
事
用
の
も

の
と
必
ず

K
別
す
る

こ
と
。
看
一
議
に
あ
た

る
と
き
は
、
そ
の
都

度
、
専
用
の
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

型
は
、
か

J

ぼ
う

止
賓
の
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
体
を
-
覆
え
る

も
の
を
選
び
ま
す
。

脱
い
だ
エ
プ
ロ
ン

は
、
汚
れ
た
側
を
表

に
し
て
病
人
の
部
一
庄

の
出
人
口
に
近
い
所

に
か
け
ま
す
。
や
む
を
得
ず
部
出
の
外

に
か
け
る
と
き
は
、
一
円
れ
た
側
を
内
側

に
し
て
、
廊
下
な
ど
に
か
け
て
く
だ
さ

し

一
自
の
予
定
を

病
人
の
生
活
に
リ
ズ
ム
を
与
え
る
よ

う
、
一

H
の
予
定
表
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う。

H
課
に
沿
っ
て
看
護
す
る
と
、
病

人
も
安
心
で
き
ま
す
し
、
看
護
人
は
家

事
な
ど
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
r
丁
供
の
病
人
は
、
治
っ
て
か
ら
、

再
び
通
園
・
通
学
す
る
と
き
の
こ
と
を

号
慮
に
人
れ
、
規
律
の
あ
る
病
床
生
活

を
送
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

1日の予定表をつくりましょう(例)

夏
は
食
中
毒
を
引
き

起
こ
す
細
菌
が
、
繁
殖

し
や
す
い
時
期
で
す
。

昨
年
の
食
中
毒
発
生
件

数
を
み
ま
す
と
、
約
六

割
が
夏
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で

食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
食
品

衛
生
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
予
防
は

台
所
の
衛
生
管
理
か
ら

食
中
毒
予
防
の
=
一
躍
則

①
清
潔
②
じ
ん
速
③
加
熱
と
冷
却
が
、

食
中
毒
予
防
の
二
一
原
則
で
す
。

清
潔
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
子
を
よ

く
洗
う
こ
と
。
も
し
指
に
傷
が
あ
る
と

き
に
は
、
調
理
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

化
膿
し
た
傷
口
や
む
で
き
に
は
、
食
中

毒
の
原
因
と
な
る
ブ
ド
ウ
球
菌
が
潜
ん

で
い
ま
す
。

魚
介
類
は
、
腸
炎
ビ
プ
リ
オ
と
い
う

細
菌
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
細
菌
は
、

真
本
と
熱
に
弱
い
の
で
よ
く
ホ
洗
し
、

調
理
し
た
ら
日
十
め
に
食
べ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
た
い
て
い
の
細
菌
は
、
摂
氏

ぃ
ハ
卜
一
九
度
以
上
の
熱
を
加
え
る
と
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
火
を
使
っ
て
剥
埋
す

る
食
品
は
、
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

台
所
用
品
を
清
潔
に

ま
な
板
は
細
閣
に
と
っ
て
絡
好
の

η

す

み
か
υ

で
す
。
特
に
包
J
の
切
り
傷
の

中
に
入
り
込
ん
だ
細
菌
を
取
り
除
く
に

は
、
水
洗
い
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

使
用
前
後
は
よ
く
洗
い
、

Mm
…
泌
を
か
け

る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
天
気
の

よ
い
と
き
は
日
に
当
て
る
な
ど
し
て
、

日
光
消
毒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ふ
き
ん
・
れ
ふ
き
ん
は
、
し
ょ
っ
ち

?
7使
う
も
の
で
す
。
毎
日
欠
か
さ
ず

れ
熱
湯
消
毒
し
、

H
光
に
巧
て
て
乾
燥
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
産
の
過
信
は
禁
物

食
べ
物
は
、
冷
蔵
庫
の
中
に
入
れ
て

お
け
ば
腐
ら
な
い
と
安
心
し
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

細
菌
は
、
摂
氏
十
度
を
起
え
る
と
憎

え
は
ビ
め
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
と

い
う
と
、
並
円
通
は
卜
度
以
下
で
す
が
、

ド
ア
の
開
聞
が
ひ
ん
ぱ
ん
だ
っ
た
り
、

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
て
い
各
と
、
庫

内
の
温
度
は
上
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
冷
蔵
庫
の
中
で
も
も
の
は
腐
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

今
月
の

H
躍
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。

⑧
8
月
4
日
門
以
医
院
合
一
M
W
0
2
0
2

⑨
8
月
日
H

辻

医

院

合

⑪

0
1
7
4

⑨
8
月
同
日
行
村
病
院
密
⑪
0
2
7
5

⑧
8
月
お
H

清
木
医
院
合
一
⑪
2
8
8
3

乳

児

健

診

…

⑧
8
月
8

H

町

体

育

館

午

後
1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
白
年
9
月
、
ロ

片
、
昭
和
前
年
3
月
生
ま
れ
の
千
供
さ
ん

…
一
歳
半
児
健
診

⑨
8
月

幻

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
同
年
ロ
円
、
附

利
回
年
1
月、

2
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん

…
不
用
犬
買
い
上
げ
日

⑧
8
月
幻
口
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
日
時
ま
で
で
す
。

買
い
上
げ
料
金
は
一
煩
五
百
円
。
印
鍛

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

…
地
庶
一
別
健
康
相
談

次
の

H
程
で
地
区
別
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。

⑨
日
月
1
H
A
7
坊
H
ノ
浦
集
会
所
⑨

2
日
田
ノ
淵
集
会
所
、
小
長
浜
集
会

所
⑧
5
日
小
野
集
会
所
⑨

9
H

下

平
集
会
所
⑨
ロ
日
白
滝
公
民
館
⑨
山

口
大
平
集
会
所
、
本
郷
集
会
所
、
櫛

生
隣
保
館
⑧

m
H

黒
田
公
民
館
⑨
幻

日
樫
谷
集
会
所
、
豆
柳
集
会
所
⑨
お

口
惣
瀬
集
会
所
⑧

m
H

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
⑨
訂
日
夫
上
集
会
所
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時

事

吹

を

所

っ

て

七

月

一

日

沖

浦

口

:d
一一
-
i
r
-
-
ノ

ー

、

海

水

浴

場

で

恒

例

ロ

ー
海
聞
き
出
女
全
折
頼
祭

1

の
海
閣
当
一
祈
願
代

4

3

が
行
わ
れ
た

u

判
長
、
議
長
、
観
光
協
会
、
商
工
会
な
V

一
円
一
一
J

関
係
者
お
よ
そ
一
-
口

十
人
が
集
ま
っ
て
、
口

お
ご
そ
か
に
神
事
口

を
行
っ
た
あ
と
、
口

今
年
の
海
の
安
全
口

を
祈
っ
て
、
玉
串
口

弁
一
海
に
泰
じ
た
。
口

ま
た
、
男
次
数
人
門
」

が
訪
れ
て
、
初
泳
口

ぎ
を
楽
し
ん
で
け
ロ

ム

。

口

「
}

f子とご 1

わ題き親
れしなで
たないな
に、講教け

i寅育れの先寿松あ明の長で l
ァゲ」ば、生雄固との説のおス七

司 あよク月
いそ 1 [7q
さ五}し口

つ十会
、人間町

来カご{崖 1"ド
空出 f育
ニ席今館
月、年で
ま f主度家
で々 初庭
の木め 華文
学徳て育
習美のセ
計学 会 ミ
画 級台 7

ゴニ供の成長と幸福を
~家庭教育セミナースクール~

口

口

口

口

口

口

口

口

ゴ

口

ば、っちりルポ・一宮長房日記抄

清
潔
な
明
る
い
町
を

)
町
内
ク
リ
ー
ン
作
戦

1

長
浜
町
職
片
組
合
(
叶

本
正
委
員
長
)
で
は
、

七
月
間
円
第
一
一
‘
田
町
内

ク
リ
ー
ン
作
戦
と
題
し

て
空
か
ん
や
ご
み
ひ
ろ

い
を
行
っ
た
。
本
町
職

員
は
、
沖
浦
海
水
浴
場

や
駅
前
ま
で
の
圃
・
県

道
を
、
山
川
先
の
保
育
所

で
は
施
設
周
辺
の
草
ひ

き
な
ど
を
実
施
し
て
清

潔
な
明
る
い
町
づ
く
り

に
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流

し
た
り

リ

」与~ø

口

口

口口口口口口口口ご口口口口口己【

血
圧
、
栄
養
相
談
な
ど

;
青
島
移
動
保
健
所

i

を言分たの入る年相ゲ「千人健衛
み葉のち人がも一言炎ン、が所生ヒ
せに手のた党の回交検以訪の百年
で元で健ち診で 、 問 ど 査 、 れ 職 と 四
い気 '--1奈生と約ぃ主やして員大日

~ 

Fこなをは自/百五 t 歪栄ン 、卜洲子守
。姿合 自分 島十い吟養ト Al ヒ「呆島

i魚
十品
ぴ〉

階
で、
三主三

「ヨ

島
移
動
千果
f住
戸'IJ
を
開
ニ""d又

明
治
十
九
年
十
一
月
六

日

天

気

雨

天

本

日

ハ

同
盟
立
志
会
開
設
ノ
為
メ

諸
規
約
編
成
ノ
為
メ
夜

ニ
入
リ
テ
成
、
ン
持
リ
栓
ヘ
川
不
参

臼
宅
に
於
テ
同
盟
し
J
今
志
会
開
業
式
↓
寸

挙
行
后
チ
閉
会
ス
清
家
縫
一
郎

亀
田
政
蔵
波
辺
清
ト
拙
者
ナ
リ

学
校
留
守
番
ハ
三
人
ヲ
俄
フ
(
後
略
)

明
治
仁
年
土
佐
に
設
立
さ
れ
た
立

ぶ
社
、
同
十
二
年
長
浜
に
設
丘
、
さ
れ

た
長
浜
江
志
社
等
に
昨
日
発
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
c

十
九
歳
の
長
房
が
中
心

と
な
り
、
青
年
を
集
め
て
学
習
に
励

ん
だ
。明

治
二
十
一
年
一
一
片
手
ム
十
七
口

天
気
晴
天
本
朝
木
行
神
四
日
干
供
シ

神
拝
終
リ
テ
食
事
シ
出
校
日
混
一
一
は

当
夜
ハ
自
宅
ニ
於
テ
ト
付
志
演
説
会
ヲ

開
ク
ニ
付
社
へ
ハ
帰
ラ
ズ
出
席
員

並
一
一
各
有
演
題
た
ノ
如
、
ン
古
結
幸

之
助
(
宗
教
国
宝
口
論
二
宮
長
一
房
(
神

道
本
町
西
沢
之
助
主
意
書
)
演
搾

長
二
(
狩
子
ナ
ル
乎
梅
花
)
菊
地
東

戸
(
説
教
)
古
結
幸
之
助
(
説
教
)

他
二
清
家
縫
一
郎
亀
田
政
蔵
君
等

出
席
セ
ラ
レ
ゲ
リ
午
后
十
一
時
各

台
退
散
拙
者
及
ピ
清
一
手
亀
山
ノ
両

氏
ト
社
へ
帰
リ
以
ス

そ
の
後
会
日
が
数
十
名
に
な
っ

た
の
で
、
本
会
則
を
改
正
し
た
。

明
治
」
一
十
一
一
一
年
二
月
二
十
日

同
旧
正
月
二
日
天
気
晴
天
(
前

略
)
学
校
一
一
テ
開
設
ノ
同
盟
守
一

志
会
総
集
会
へ
出
席
ス
本
日
ノ

総
集
会
ノ
景
況
左
ノ
如
シ
会

H

三
十
七
、
八
名
婦
人
傍
聴
六
名
程

ナ
リ
式
ノ
順
序
左
ノ
如
、
ン

一
会
長
菊
地
本
会
則
ヲ
報
告
シ

一
会
計
ヲ
幹
事
久
保
報
告
シ

一
同
会
貯
金
部
ノ
報
告
係
員
総
代

婦
人
養
成
会
委
員
ト
シ
テ
拙
者
報

ス
茶
菓
ノ
饗
応
ア
リ

一
一
祝
文
長
善
寺
住
僧
斎
藤
法
寛

一
演
説
菊
地
八
重
丹
治
宇
都
寓

鴫
太
郎
宥
拙
者

一
討
論
忠
孝
何
レ
ラ
先
ニ
ス
ル
ヤ

ノ
題
二
子
討
議
シ
忠
一
一
決
ス

一
会
口
ノ
協
議
等
及
入
会
員
等
ノ
事

務
終
リ
一
ナ
退
散
ス
時
一
一
午
後
七

時
一
二
卜
分
ナ
リ
(
後
略
)

つ
い
で
翌
て
卜
一
日
(
旧
正
月
三
日
)

同
盟
立
志
会
婦
人
養
成
舎
が
聞
か
れ
、

同
盟
主
志
会
員
二
十
五
名
、
川
婦
人
会

員
七
十
名
山
山
席
盛
会
で
あ
っ
た

r

同
盟
立
志
会
の
精
神
ば
、
豊
茂
の
伝

統
と
し
て
、
終
戦
直
後
増
田
晴
茂
を
中

心
と
し
た
愛
郷
同
ぶ
会
、
そ
し
て
過
疎

化
に
悩
む
附
和
四
十
二
年
、
松
田
吉
幸

子
中
心
と
し
て
、
地
域
手
つ
く
り
を
目
指

す
畏
友
会
に
一
支
け
継
が
れ
て
来
た
の
で

あ
る
、

菊地八重吉さん

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
封

久
保
七
郎
)
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一一一

表

彰
3ド

能平自
信田聖

人?土曇
譲位居霊
き感さ露
品謝ん
語j犬

吾翠璽翠翠翠留置置"

出
海
の
市
ド
川

ん

三

慌

さ
P

パ
(
七
一
)

田
と
此
仁
川
士
居
孝

平
童
さ
ん
(
六
百

J

一は、

多
年
に
わ
た
り

'
人
権
一
概
設
委
員

j

と
し
て
功
給
が

胡
あ
っ
た
こ
と
に

仁
り
、
六
日
卜

二
H
松
山
市
で

ん
開
か
れ
た
昭
和

問
」
八
十
年
度
一

i
u

熊
川
町
人
権
擁
い
が
安

は
協
議
会
総
会

の
席
上
、
佐
藤
邦
雄
九
千
国
人
権
一
概
護
委

員
連
合
会
長
か
に
表
彰
さ
れ
ま
7
)

た。

士
一
た
、
長
以
の
熊
野
熊
雄
さ
ん
(
八
千
)

U
、
人
権
擁
護

4

委
員
と
し
て
多
午
に
わ

た
り
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
野

崎
幸
雄
法
務
行
人
権
擁
送
局
長
か
ら
感

謝
状
が
肘
-
ら
れ
ま
し
た
。

山崎担叫止」一二型珊表彰@スポーツ脚問問問摂=ー?一一一一色直臨魁

西
岡
通
一
砲
さ
ん

A

同
陸
夫
さ
ん

文
化
財
保
護
に
功
績

自
一
品
の
丙
同
期
一
福
さ
ん
(
八
一
)
と
上
田

陸
夫
さ
ん
(
七
六
)
ば
、
文
化
吋
川
町
議
審
議

会
委
員
と
し
て

τ一
年
に
わ
た
り
文
化
財

愛
護
精
神
の
普

及
と
理
解
に
寄

与
し
、
地
方
文

化
の
伸
展
に
功

績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
的
、
丑

月
一
一
十
六
日
必

山
市
で
向
か
れ

た
愛
媛
山
県
い
え
化

財
保
護
協
会
創

立
一
一
十
周
年
記
念
式
典
の
席
上
、
二
宵

兼
一
一
同
協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

西岡さん上回さん

石
山
さ
ん
ら
お
人

第
ロ
固
さ
っ
き
展

町
体
育
館
む
し
ハ
月
八
日
、
九
日
治
十

一
一
川
太
一
っ
き
展
示
去
が
開
か
れ
、
町
内

の
乏
灯
お
む
よ
そ
九
卜
人
か
ら
百
六
十

鉢
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

一
町
長
賞
一
パ
山
良
金
(
白
滝
)
{
町
議

会
議
長
賞
}
小
山
正
博
(
沖
浦
)
{
町
教

育
委
員
会
長
賞
}
沖
五
夫
一
長
浜
)
{
町

中
央
公
民
的
長
賞
一
山
田
通
子
(
沖
浦
)

{
文
化
協
会
長
賞
一
川
中
道
存
(
櫛
生

町長賞などに選ばれた作品

一
町
観
光
協
会
長
賞
一
川
糊
金
定
(
下

須
戒
)
{
町
商
工
会
長
賞
}
大
塚
昭
(
山

海
)
{
長
浜
盆
災
同
好
会
長
賞
}
井
上
ス

ミ
子
(
黒
田
)
{
教
育
委
員
会
奨
刷
賞
一

小
山
ヨ
ウ
ゴ
、
岡
本
武
治
(
以
上
沖
浦
)

当
川
佳
寿
子
(
白
滝
)
{
西
川
司
氏
一
矢

野
藤
四
郎
(
長
一
円
~
一
喜
多
郡
町
村
議
会

議
長
公
賞
}
梶
田
美
好
(
仁
久
)
{
愛
媛

新
聞
社
賞
一

H
賀
志
秀
雄
(
長
浜
)
{
一

宮
グ
ル
ー
プ
会
長
賞
}
一
比
一
回
礼
子
、
鎌

田
ト
シ
コ
(
以
上
長
泣
い
)
{
西
興
運
輸
社

長
賞
一
島
田
千
代
〆
丁
、
高
津
順
一
一
一
川

上
長
浜
J

{

長
浜
冷
摂
社
長
賞
}
久
保
持

吉
(
稔
和
、
久
保
房
子
(
沖
浦
)
{
戎
海

運
社
長
賞
一
城
一
円
同
政
雄
、
池
田
ト
ン

子
(
以
上
長
浜
)
一
安
凶
的
事
社
長
賞
}

石
山
良
金
(
白
河
)
{
矢
野
ガ
ス
社
長
賞
一

同
日
美
好
(
仁
久
)
{
喫
茶
サ
ブ
賞
一
新

蜘
信
(
白
滝
)
{
林
製
材
社
長
賞
一
島
田

梅
次
郎
(
長
浜
一
一
位
吉
産
業
社
長
賞
}

弱
地
俊
正
(
下
須
戒
)
一
大
洲
自
動
車
販

売
村
長
賞
一
田
淵
金
定
(
下
漬
戒
)
{
愛

媛
南
部
ヤ
ケ
ル
ト
社
長
寅
一
岩
本
勝
義

(
上
老
松
)
{
堀
池
国
芸
部
社
長
賞
一
鎌

田
ハ
ル
子
(
長
浜
)
{
長
浜
タ
ク
シ
社

長
賞
}
烏
出
光
子
(
長
浜
)
{
読
売
新
聞

長
浜
販
売
信
長
崎
貝
一
平
田
貞
友
(
白
滝
)

一
競
此
花
}
①
小
出
正
博
(
沖
浦

J

一一乞

矢
野
藤
間
郎
(
長
浜
~
⑨
r

民
伯
(
臼
滝
)

横
山
さ
ん
ら
優
勝

第

8
回
町
民
卓
球
大
会

六
月
三
十
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
で
第
八
田
町
民
卓
球
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

男
女
あ
わ
せ
て
一
h
十
九
人
が
参
加
し

て
、
、
/
ン
ク
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
、
混
ム
口

ダ
ブ
ル
ス
で
汗
究
一
流
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
涌
一
り
。

一
男
子
}
①
亀
沖
宥
雄
一
五
十
崎
ク
)

必
熊
野
英
一
一
一
、
内
子
体
協
)
③
高
橋
尚

一
二
郎
(
長
距
体
協
)
金
元
彰
犬
(
内
f

丁

体
協
)
{
女
子
}
守
備
山
典
子
(
長
浜
体

協
)
一
②
山
下
美
保
子
(
長
浜
体
協
)
③
刈

問
実
志
(
長
浜
高
)
近
藤
存
香
(
大
洲
市
)

ダ
ブ
ル
ス

{
男
子
一
①
大
石
里
志
、
浦
田
憲
(
以

上
長
浜
体
協
)
②
木
村
実
へ
長
浜
休
協
)

光
宗
宏
和
(
長
浜
口
口
同
教
)
叫
ん
東
信
利
、
高

情
尚
三
一
郎
(
以
上
長
浜
体
協
)
東
政
徳
、

中
野
邦
彦
(
以
上
長
浜
体
協
)
{
女
子
一

①
丸
井
千
賀
子
、
島
田
亜
矢
子
「
以
上
長

汀
川
)
②
叶
本
勲
子
、
新
川
ト
ヨ
子
(
以
上
白

滝
ク
)
③
大
成
理
恵
、
近
藤
春
香
(
以
上
大

洲
高
)
宮
田
実
恵
、
一
一
-
浦
好
美
(
長
浜
中
)

混
合
ダ
ブ
ル
ス

①
東
信
利
、
近
藤
存
芹
一
五
高
橋
尚
一
一
一
郎
、

次
伐
理
忠
③
中
肝
邦
彦
、
新
川
ト
ヨ

f

③
木
村
山
夫
、
丸
井
千
賀
子

全
白
滝
ソ
フ
ト
、
ホ
l
ル
大
会

戒
川
チ
ー
ム
が
優
勝

問
月
八
日
か
ら
白
滝
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
か
れ
で
い
た
全
れ
、
ほ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
こ
の
ほ
ど
終
了
、
七
イ

i
ム
が
熱
戦
を
展
開
し
え
結
果
、
四
勝

一
敗
一
分
で
戒
川
チ

l
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。結

果
は
次
の
通
り
。

川

4
勝

1
敗

1
ヘ
刀
⑨
什
推
メ
イ

ツ
4
勝
2
敗
司
自
問
ク
ラ
ブ

4
特
2
敗

必
一
ナ
イ
タ
ー
ズ

3
勝
3
以
⑤
神
山
3
勝

3
敗
⑥
柴
ア
ラ
ブ

1
勝
4
敗
1
4汀
⑦
ヤ

ロ
ウ
会
1
勝

5
敗

長
浜
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

大
和
チ

i
ム
が
優
勝

同
月
一
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
長
浜

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ー
ボ

l
ル
の
前
期
リ
ー

グ
が
こ
の
ほ
ど
閉
幕
、
八
時
一
敗
で
大

和
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
短
勝

L
ま

し
た
に紙

果
は
次
の
一
辿
竹
山

①
大
相
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

8
勝
l
敗
②

岸
本
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

7
勝
1
放

1
分
⑥

フ
工
一
ニ
ン
ケ
ス
ク
ラ
ブ

7
勝
Z
敗
④
豊

茂
フ
ァ
イ
タ

l
ズ
5
勝
2
敗
2
分
⑤
一
一

ユ
l
ス
タ

1

4
勝
5
欣
一
叫
農
協
フ
ァ
イ

ヤ
1
ズ
3
勝

6
敗
⑦
向
上
会
ド
百
年
部
3

勝
6
敗
⑧
フ
ィ
ッ
シ
ャ

l
ス
3
勝
d
欣

⑨
役
場
ス
ラ

y
ガ

i
ス
乙
勝
7
敗
⑩
ニ

ド
工
|
ズ

1
勝

7
敗

1
分

第
引
田
町
民
隼
暴
長
浜
地
区
予
選

第
二
分
団
が

V

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

七
月
九
日
町
民
運
動
場
で
第
二
十
一

川
町
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
長
浜
地

区
予
選
が
行
わ
れ
、
八
ナ
i
ム
が
参
相

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
き
し
た
。
そ
の

結
果
、
第
一
-
分
団
が
優
勝
し
て
八
月
十

八
日
に
問
か
れ
る
町
以
体
育
祭
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
だ
。

一
優
勝
一
第
一
分
団
(
1
、
2
、
3
区
)
{
準

優
勝
]
第
二
一
分
団
(
印
、
日
、
ロ
、
口
、

H
、日

区
)
{
三
位
}
第
四
分
団
(
目
、

U
、日間、目、

叫
区
)
第
じ
分
団
(
却
、
泊
、
位
、
出
、
部
、
必
区
)
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一
、
応
募
資
格
H
十

八
歳
以
上
、
二
十
五

空
殺
未
満
の
臼
本
国
籍
一

を
有
す
る
心
身
共
に
~

;

海

健

全

な

男

子

で

、

中

一

廓
鶴

-
h
ニ
学
校
卒
業
以
上
の
学
一

作
腕
除
正
力
の
あ
る
仔
o

t

=

二

、

試

験

期

日

お

よ

E
!修
び

試

験

場

1
受
付
の

と
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

=
一
、
試
験
科
目
H
H
筆
記
試
験
一
一
同

語
、
数
学
、
社
会
、
作
文
了
身
体

検
査
・
口
述
試
験
・
適
直
険
査

四
、
そ
の
他
U
く
わ
し
い
こ
と
は
、

役
場
住
民
課
ま
た
は
、
自
衛
隊
愛

媛
地
方
連
絡
部
大
川
募
集
事
務
所

(
8
M
4
1
之

3
)
ヘ
む
問
い

一
合
せ
く
だ
さ
い

「ー

/一" /ー "/一、¥

里子長五f'l大白
村主計!
町浜田守i竜市滝

洋英純1泰久久
了貴チ司美男

(
一
一
九
)

(一士一一)

(
一
一
九
)

(一二一同)

(一一

-C~

(一一六」

和村谷|よ反曽
泉 i二 Ij出本我

f主

fiJT 

6
月
の
ト
ソ
プ
は

太
場
弘
伸
友
美
き
人
円
売
ゾ
ザ
ル

氏

婚

掴

時

年

齢

名

6
月
届
出
分
(
敏
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

ム

ア

応

橋

岡

正

一

一

川

実

可

成

川

一

一

宮

正

俊

長

女

ま

ど

か

長

浜

津

山

怯

治

二

女

祐

未

今

坊

後

藤

富

隆

一

-

男

良

太

櫛

生

玉

井

勝

利

長

女

直

美

沖

浦

福

山

初

男

二

女

真

己

「

7
1
1、
7
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7
1
7
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
J

話

、

客

寸

で

電

と

げ

し

報

わ

い

を

き

電

し

む

け

し

定

る

届

ろ

電

川

、

機

と

の

事

の

か

生

認

な

お

よ

o

供

ベ

話

る

を

定

工

他

む

発

の

に

へ

で

す

長

回

電

け

出

M

F
は

を

く

版

用

同

の

ま

ナ

L

〉

I
f
B
け
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滝
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学
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む
子
様
の
あ
ぶ
な
い

遊
び
に
ご
注
意

電
線
の
そ
ば
で
飛
行
機
を
飛
ば
し
た

り
、
竜
一
任
に
と
ま
っ
て
い
る
セ
ミ
や
虫

を
取
る
の
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
十

分
れ
な
し
て
く
だ
さ
げ
。

(
四
国
電
力
)

最近深刻な社会問題になっ

ている円冶じめ」にすパミご検

討して来三文部省の検討会議

(立、いじめの問題解決の九に

学校・教育委員会・家庭の取

り組む緊急課題の提言合行 J

た。家庭の配慮す るポイント

として、 幼/少レ川日時、芋干カか、らの基本的

百{慣寅を身にパナさせ子f供其の↑

緒 t交t定に，心じじ、を配る。特に幼少

日時与には、親は十分な愛情を注

ぎ過保送・過干法 ・ 放fF:に陥

いらず、日ご、ろから了勾f共との

対話会重視し、不安を受け_Liゐ

めどやり、三J主力に偏した過重

な真月f寺をかけすご、一子f共のf寺つ

f[古卜i生や特性を充分に伸ばして

やるようにf是τましている。

ム 8片 lま夏休み守子女は家庭

で生活を共による。七夕や盆

の行事もあり、対話の機会も

:t-¥.. ¥ 0 共に行ピ、信頼の紳を

j菜めど白大ししミo6H.9FJは

原爆記念 H、 15日は終戦の H

F叩ーや40[1l11d.戦時中の悲劇

を忠、い、戦後:のf夏興さのめざま

しさを語り、祖先の霊を主主び、

感謝しょ). ......二十 [対己な

背任っ て く れ る 青少年の健全

育成は 大 人 の 責 任である。家

庭 .ρ主キ交・:ttり主党カ仁イ本となり、

大人が範を示せば、必ずいじ

めは解消し、非行 も校内暴力

もなく去り、明るい岡]造りや

困際社会にはばたく人材が其JJ

待できょう。

ゑ
警

民
都
議
出
展

ゑ
像
写

礼
憲

雨
が
多
か
っ
た
あ
と
の
夏
今
年
は

特
に
暑
く
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
い
か

が
で
し
上
う
か
。
涼
し
く
過
ご
す
方
法

を
あ
れ
こ
れ
汚
え
て
み
る
の
で
す
が
;
。

さ
て
、
今
月
は
一
二
日
、
川
什
に
海
の

祭
典
が
、
十
二
日
に
は
中
央
公
民
館
ひ

第
仁
同
演
芸
の
タ
ベ
が
子
定
き
れ
て
お

り
、
カ
ラ
オ
ケ
ト
ヘ
会
な
ど
も
実
施
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
で

か
け
て
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
の
も
一
つ

の
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
人
ね
。

と
こ
ろ
ご
、
本
紙
七
月
号
の
し
い
た

け
共
進
会
の
表
彰
の
記
事
中
、
楕
木
育

成
の
都
の
努
力
賞
宇
都
官
俊
英
と
あ
る

の
は
宇
都
宮
吉
宗
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
「
ο

暑
い
け
が
続
き
ま
す
。
夏
パ
テ
し
な

い
よ
う
む
丘
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
〈

へ
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数

人口をふやしましょう

7 rj 1日現在 前月との比較

12，225人 4人増
人 r I (男 57m )

女 6、454人 2人増

世帯数 3，855世帯 1世帯減

帯世口人


